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研究成果の概要（和文）： 
放置すると介護が必要となる可能性の高い「特定高齢者」に運動と栄養指導を組み合わせた包
括的介護予防プログラムを導入した。多様な食品摂取をしている者は身体機能が高かった。さ
らに、特定高齢者の約 90%以上がふらつき・転倒と関連のある血清ビタミン D(25(OH)D)が不足
していた。25(OH)D 濃度が 67.5nmol/L 以上群は筋力・バランス・歩行能力が改善したが、不足
群の体力は改善しなかった。介護予防教室の運動効果は、ある一定濃度以上のビタミン Dが必
要であることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We proposed a nursing care prevention program including exercise and nutrition 
improvement together into frail elderly. A physical function was high in the individual 
who did various food intakes. Furthermore, the serum level of vitamins D (25(OH)D) 
associated with sway and falls was short for 90% above of the frail elderly. Greater 
improvements in muscular strength / balance / walking ability for the individuals with 
25(OH)D levels greater than 67.5nmol/L were observed at the end of class. In contrast, 
the individuals with 25(OH)D levels lower than 47.5 nmol/L did not improve their physical 
fitness. Greater than 67.5nmol/l appears to be preferable for lower extremity strength 
in Japanese frail elderly.  
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が放置すると介護が必要となる特定高齢者
へ「地域支援事業」として「運動器の機能向
上」「栄養指導」などが提供されることにな
ったが、単独で提供されることが多い。運動
の効果は継続が重要である。また、低栄養状
態と生活機能との関連があることより運動
と栄養の包括的なプログラムが必要と考え
た。 
（2）ビタミンＤと転倒・骨折が関連あるこ
とが報告されている。世界的に高齢者は、ビ
タミン D が不足していると報告されている。
特定高齢者の特徴として「閉じこもり」が多
く、ビタミンＤが不足している者が多いと推
測した。 
（3）世界的に慢性腎臓病が心血管系の危険
因子であり、高齢者の多くは推算糸球体濾過
量：eGFR<60ml/min/1.73m2の腎機能低下者
であると報告されている。ビタミン D の最終
活性物質は腎臓で産生されることから腎機
能と身体機能の関連を明らかにする必要が
あると考えた。 
 
２．研究の目的 
（1）特定高齢者の食品摂取状況を把握する。 
（2）血清ビタミンＤ(25-hydroxy vitamin D)
の分布状況を把握する。 
（3）栄養状態・ビタミンＤ濃度と生活機能・
身体機能の関連を明らかにする。 
（4）ビタミンＤ補充（alfacalcidol 1μg/
日、3 ヵ月間）による身体機能への効果を
検討する。 
（5）血清クレアチニンから eGFR を求め、
25(OH)D, 1,25(OH)2D 濃度との関連を明ら
かにし、腎機能と身体機能との関連を検討
する。 
 
３．研究の方法 
（1）対象者：茨城県 Y町と S市で開催され
た介護予防教室に参加した特定高齢者。 
 
（2）研究方法 
 ①横断研究：食品摂取状況、血清ビタミン
Ｄ濃度、生活機能、身体機能との関連を検
討した。腎機能はクレアチニン・年齢・性
から eGFRを求め、身体機能との関連を検
討した。 
 ②介入研究：運動のみ教室と運動+栄養指
導教室の身体機能を比較検討した。さらに、
ビタミンＤ補充群と非補充群の身体機能
効果を比較検討した。また、血清 25(OH)D
の至適濃度を身体機能との関連から検討
した。 
 
４．研究成果 
（1）多様な食品摂取をしている者は、そう
でない者に比較し身体機能が高かった。 
（2）食品摂取が改善した者はそうでない者
と比較し身体機能が改善しており、多様な食
品摂取の必要性が明らかになった。 
（3）対照群（運動のみ）と介入群（運動+栄
養指導）では、介入群で身体機能が改善して
いる者が多く、介護予防教室は運動に栄養指
導を取り入れた包括プログラムが有効であ
ることが示唆された。 
（4）至適血清 25(OH)D濃度として 50nmol/L、
75nmol/L 以上は必要であるという報告もあ
るが、本研究対象者は 75nmol/L 未満の者が
約 90%おりビタミン D 不足者が多いことが明
らかになった。またビタミン D濃度と体力と
は関連があった。血清 25(OH)D 濃度が 75 パ
ーセンタイル値である 67.5nmol/L 以上の群
はステップテスト・ファンクショアルリー
チ・Timed up and go・5m 歩行や生活機能が
改善していたが、 25 パーセンタイル値
（47.5nmol/L）未満群は改善していなかった。 
（5）教室開始時と終了時に 25(OH)D 濃度が
50nmol/L 以上維持していると運動効果が見
られた。また、25(OH)D は季節変化を受ける
が冬季にビタミン D製剤補充を行った者は血
清 25(OH)D 濃度を維持でき身体機能が維持・
改善しており、介護予防教室を冬季に開催す
る場合は、ビタミン D補充も考慮することが
重要であることが示唆された。 
（6）介護予防教室に参加している介護保険
の非該当者であるが、放置すると介護が必要
となる特定高齢者の約 30%が eGFR が
60ml/min/1.73m2未満であり、ファンクショナ
ルリーチやタンデムバランスは腎機能の影
響を受けることが明らかになり、介護予防教
室の対象者選定の検査に腎機能の指標であ
るクレアチニンを検査することは意義があ
ることが示唆された。 
（7）ビタミン D が転倒・骨折と関連がある
ことは国内外で報告があるが、身体機能と関
連があることを明らかにした報告は少なく、
今後の超高齢社会の高齢者が自立した生活
を継続するためにも意義がある。運動と栄養
の包括プログラム、中でもビタミン Dを考慮
することは介護予防にとって非常に重要で
あることが明らかになった。 
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